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１ みささサンサンバスの利用状況について  
 

概 要 

 

（１）利用者数（令和４年 10 月～令和５年９月）  ※詳細は資料２を参照 

 

 ・全線あわせて年間 4,270 人、月平均 355 人の乗車。対前年増減率は△2.2％ 

 ・穴鴨線、徳本線で利用者増加、小河内線は減少。 

  ・穴鴨線、小河内線は通学利用が大半を占めるため、休み期間前後の月別変動が大きい。 

   

【月別路線別利用者数】                （単位：人、円） 

路線名 穴鴨線 小河内線 徳本線 全線計 運賃収入 

R4 年 10 月 165 182 33 380 14,600 

  11 月 144 184 27 355 12,750 

  12 月 163 150 31 344 12,450 

R5 年１月 136 139 19 294 11,800 

  ２月 113 184 16 313 11,350 

  ３月 152 151 36 339 16,800 

  ４月 202 116 42 360 13,050 

  ５月 220 155 26 401 14,350 

  ６月 241 153 31 425 12,850 

  ７月 216 116 23 355 10,950 

  ８月 182 58 34 274 13,100 

  ９月 230 157 43 430 14,850 

年間合計 2,164 1,745 361 4,270 158,900 

前年実績 1,986 2,034 344 4,364 131,600 

対前年増減率 9.0% △14.2% 4.9% △2.2% 20.7% 

 

（２）デマンド便バス停利用状況  ※詳細は、資料３を参照 

 

 ・上りの最終下車地、下りの始発地は、ほぼ全て「三朝町役場」 

  （次点で、「三朝小学校前」「本泉」「森団地前」など） 

・昨年度から利用回数が大きく変動しているバス停があり、固定客の入れ替わり等と推測 

  ・継続的に利用された町営バス停（年 10 回程度以上）は次のとおり 

 小河内線：上笏賀、下谷交流センター前、鎌田公民館前、森公民館前、なごみの館前など 

  穴 鴨 線：上久原(村中)、大谷入口 

 ・小河内線では村中バス停が満遍なく利用されているが、穴鴨線では利用に偏りがみられる 

・町営バス停「赤松（村中）、恩地（村中）、大島」の利用は、これまで運行日誌で確認できず 

 

資料１ 
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みささサンサンバス利用実績まとめ 

（令和 4 年 10 月～令和 5 年 9 月） 

  

資料２ 
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１．小河内線 

【運行の状況】 
▶「実光 7:17 発（土日祝）」と「三朝町役場内 15:40 発（平日）」の 2 便が定時定路線運行 
▶「三朝町役場内 10:25 発（毎日）、13:15 発（平日）、15:40 発（土日祝）、16:45 発（平

日）、17:50 発（平日）」は、一部の区間が定時定路線でその先はデマンド運行 
▶上りの便（実光⇒三朝町役場内）はすべてデマンド運行 

1-1 利用者数 

（１）便別券種別利用者数 

 ○上り（実光⇒三朝町役場内）を利用した人数は年合計 198 人、下り（三朝町役場内⇒実光）
を利用した人数は 1,547 人で、下りの利用者が上りに比べて圧倒的に多い。これは、小学生
の通学において登校時は日ノ丸バス（実光 7:17 発）を利用し、下校時にサンサンバスを利用
するためである。 

 ○利用者数を券種でみると、小学生の通学が主体となることから「定期券」の数が多く、次い
で「現金」となった。「架け橋」や「回数券」の利用はほぼない。 

 ○一般利用は、「実光 8:10 発、11:00 発」がお出かけ便として機能し、帰宅便は「三朝町役場
内 10:25 発から 16:45 発まで」幅広く利用されていることがわかる。 

 ○上りの「実光 7:17 発（土日祝）、13:40 発、16:10 発」と下りの「三朝町役場内 17:50 発」
の利用が少ない。 

 〇前年に比べ、下りの「三朝町役場内 16:45 発」で利用者が大きく減ったほか、上りの定時便
「実光 7:14 発（土日祝）」の減りが目立つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                            
 
 
 

図１ 便別券種別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値）  
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図２ 券種別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 
 
 
（２）月別利用者数の推移 

○前年と比べ、全体的に利用者は下回っている。令和５年１月の減少には、積雪による運休も
影響している。 

○月別利用者数の増減は、前年と同様、小学生の通学に起因するところが大きく、夏休みにあ
たる８月に最も減少したほか、春休みの３月にかけて減少傾向がみられる。 

○春夏に比べて秋冬は利用者数が増加傾向にある。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図３ 月別利用者数の推移 
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（３）便別日平均利用者数 

 ○定時便については「利用者数÷運行予定日数」、デマンド便については「利用者数÷稼働した
日数」で、運行日 1 日平均の便別利用者数を算出した。 

 ○日平均利用者数としては、定時便「三朝町役場内 15:40 発」の値が１便平均 3 人以上で他に
比べて高い。反対に、定時便「実光 7:17 発（土日祝）」は１便平均 0.1 人と最も少ない。 

○上記以外の便は、デマンド便のため１を下回ることはない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 便別日平均利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の平均値） 
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（４）曜日別利用者数 

○小河内線全体の利用者数を曜日別に振り分けてみると、平日の利用は概ね横ばい。 
○前年同様、運行する便数が平日の約半分とはいえ、土日の利用者が極端に少なく、とりわけ

日曜日の利用はほとんどない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図５ 曜日別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 
 

1-2 稼働率 

 ○定時便、デマンド便ともに、「利用のあった便÷運行予定日数」で稼働率を算出した。 
 ○稼働率が最も高いのは、下りの「三朝町役場内 15:40 発」で、平日は主に小学生の下校便と

して利用されている。 
 ○稼働率が最も低いのは、「実光 13:40 発」で、年間を通してデマンドの予約がほぼ入らない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図６ 便別稼働率（R4 年 10 月～R5 年 9 月の平均値） 
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２．穴鴨線 

【運行の状況】 
▶「穴鴨公会堂前 7:14 発（平日）」と「下畑 8:15 発（土日祝）」の 2 便が定時定路線運行 
▶「大谷入口 12:20 発（毎日）」がデマンド運行 
▶「三朝町役場内 11:35 発（毎日）、16:42 発（土日祝）」は、一部の区間が定時定路線で

その先はデマンド運行 

2-1 利用者数 

（１）便別券種別利用者数 

 ○上り（穴鴨方面⇒三朝町役場内・前）を利用した人数は年合計 1,317 人、下り（三朝町役場
内⇒穴鴨方面）を利用した人数は 847 人となっている。 

○「穴鴨公会堂前 7:14 発」は、倉吉市方面行きの日ノ丸バスとの接続を考慮して左回りとなっ
ており、「定期券」の数が多いことからも倉吉方面への高校生の通学に利用されている。 

 ○利用者数を券種でみると「定期券」の数が多く、次いで「架け橋」、「現金」と続く。 
 ○一般利用は、「三朝町役場内 11:35 発」が比較的多く、この便が帰宅便としてよく使われて

いる。 
 〇前年に比べ、下りの「三朝町役場内 11:35 発」で利用者が大きく増えた。特に、現金の利用

が伸びている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図７ 便別券種別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 
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図８ 券種別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 

 
 
（２）月別利用者数の推移 

○令和５年２月までは前年を下回る利用者であったが、３月から増加傾向に転じ、その後も前
年を上回る利用者で推移している。 

○要因として、新年度から高校生の通学利用が増えたほか、「三朝町役場内 11:35 発」を帰宅
便として利用される固定客が増加したことによるものと考えられる。 

○月別利用者数の増減は、高校生の通学に起因し、夏休みにあたる８月に減少している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 月別利用者数の推移 
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（３）便別日平均利用者数 

 ○日平均利用者数としては、定時便「穴鴨公会堂前 7:14 発」の利用が 3.9 人と最も多い。 
○「三朝町役場内 11:35 発」は、デマンド便にも関わらず、利用者が 2.7 人と非常に多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 

 
 
 

図 1 便別日平均利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の平均値） 
 
 
（４）曜日別利用者数 

○穴鴨線全体の利用者数を曜日別に振り分けると以下のとおりで、月曜日の利用が他に比べて
やや多い。 

○平日に比べると土日の利用者は少ないが、小河内線ほどに差は開いていない。前年から増加
しており、買物等のお出かけ便として、土日も一定の需要があることがわかる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
図 11 曜日別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 
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2-2 稼働率 

 ○稼働率が最も高いのは、定時便「穴鴨公会堂前 7:14 発（平日）」で、平日の通学便として機
能しているため、稼働率はほぼ 100%に近い数値となっている。 

○次いでデマンド便「三朝町役場内 11:35 発（毎日）」、定時便「下畑 8:15 発（土日祝）」で、
どちらも前年と比べ稼働率が上がっている。 

○小河内線と比較して、穴鴨線は全体的に稼働率が高く、バラツキも少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 12 便別稼働率（R4 年 10 月～R5 年 9 月の平均値） 
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３．徳本線 

【運行の状況】 
▶すべての便が定時定路線 
▶平日のみの運行 

3-1 利用者数 

（１）便別券種別利用者数 

 ○下り（三朝町役場内⇒三朝温泉病院）を利用した人数は年合計 210 人、上り（三朝温泉病院
⇒三朝町役場内）を利用した人数は 151 人となっており、下りの利用がやや多い。 

 ○券種でみると、ほとんどが「現金」の利用で、「架け橋」の利用も少しだけある。 
 ○前年に比べ利用者自体は微増だが、「三朝温泉病院 10:10 発」の利用のみ落ち込んでいる。 
 ○病院への往復利用を想定した路線だが、実際には別目的の片道利用が多いと推測される。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13 便別券種別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 14 券種別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 
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【下り】 三朝町役場⇒三朝温泉病院

合計:210人

【上り】 三朝温泉病院⇒三朝町役場

合計:151人
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（△49%）

（前年増減率） 
 （3%） 
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43
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（33%）

（△100%）
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（0%） （前年増減率）
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（２）月別利用者数の推移 

○月別利用者数をみると、前年と同様にほぼ横ばいで推移しており、特段傾向はみられない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 15 月別利用者数の推移 
 
（３）便別日平均利用者数 

 ○運行予定日 1 日平均の利用者数は、下り（三朝町役場⇒三朝温泉病院）で 0.8 人、上り（三
朝温泉病院⇒三朝町役場）で 0.6 人となっている。 

 ○上下合わせて 4 便は、いずれも日平均 0.5 人/日以下となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 16 便別日平均利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の平均値） 
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※定時定路線は利用者数を運行予定日数で割った値
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（△0.1）

（前年差） 
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（４）曜日別利用者数 

○運行日の月～金曜日の利用を比較すると、金曜日が最も多くなった。 
○各曜日でバラツキがみられ、前年と比べても増減はまちまちで、傾向を掴むのは難しい。 
○母数が少ないこともあり、固定客の入れ替わりで差異が出てくるものと考えられる。 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 17 曜日別利用者数（R4 年 10 月～R5 年 9 月の合計値） 
 
 

3-2 稼働率 

○「三朝温泉病院 10:10 発」以外の 3 便は、前年に比べ稼働率が上がり、いずれも 30％を超
えた数値となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 18 便別稼働率（R4 年 10 月～R5 年 9 月の平均値） 
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みささサンサンバスデマンド便 バス停利用状況 
 

■集計期間…R4.10.1～R5.9.30 

■集計対象…定時を除く全てのデマンド便 

■集計方法…役場を除く全てのバス停（58箇所）について、運行日誌からピックアップし、停車

（乗車又は降車）回数をカウントした。 

 

【小河内線】年 10 回以上利用のあったバス停 

 

 

 

 

【穴鴨線】年 10 回以上利用のあったバス停 
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0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

●天神公民館前
森団地前
福田

●なごみの館前
●森公民館前

中森
●鎌田公民館前

坂戸
太郎田

●下谷交流センター前
●上笏賀
吉尾
笏賀

小河内公民館前

停車回数 （回）

10
12
15
17
19
21

28
31
32
37
42

50
65
68

185

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

恩地
助谷
今泉

木地山
大柿

上久原
曹源寺
穴鴨

●大谷入口
下畑

●上久原（村中）
上西谷

牧発電所前
加谷

穴鴨公会堂前

停車回数 （回）

資料３ 

上記以外の町営バス停 

●笏賀公民館前（１回） ●福吉（０回） 

上記以外の町営バス停 

●湯谷（村中）（５回） ●下久原（村中）（１回） ●曹源寺（村中）（１回） 

●とんがりハウス前（１回） ●若宮集会所前（０回） ●赤松（村中）（０回） 

●恩地（村中）（０回） ●助谷多目的研修会施設前（０回）●大島（０回） 
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別
添
１

令
和
6
年
1
月
1
1
日

協
議
会
名
：

三
朝
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
・
事
業
評
価
（
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
基
づ
く
事
業
）

④
事
業
実
施
の
適
切
性

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

小
河
内
線
系
統
①

三
朝
町
役
場
内
～
森
公
民
館
・
鎌
田
公

民
館
～
実
光

（
路
線
不
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

B

（
目
標
）
1
,3
9
0
人
/
年

（
実
績
）
6
0
3
人
/
年

目
標
は
達
成
し
な
か
っ
た
が
、
高
齢
者
等
の

移
動
手
段
を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
町
民
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
小
河
内

線
の
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
、
利
用

者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
踏
ま
え
、

令
和
５
年
３
月
よ
り
実
施
。
利
用
者

の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
バ
ス
運
行

と
な
る
よ
う
、
利
便
性
の
向
上
に
努

め
た
。

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

ダ
イ
ヤ
改
正
等
の
見
直
し
を
行
い
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

・
引
き
続
き
、
町
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
て
周
知
を
図
る
ほ

か
、
周
知
チ
ラ
シ
の
刷
新
や
乗
り
方

教
室
な
ど
、
利
用
促
進
に
つ
な
が

る
取
組
み
を
継
続
し
て
進
め
て
い

く
。

・
さ
ら
に
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の

方
策
の
検
討
を
行
い
、
持
続
可
能

な
公
共
交
通
を
目
指
し
て
い
く
。

（
特
記
事
項
）

・
次
回
以
降
は
、
実
績
を
基
に
し
た

目
標
を
設
定
し
、
よ
り
正
確
な
原
因

分
析
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

小
河
内
線
系
統
②

三
朝
町
役
場
内
～
森
・
鎌
田
～
実
光

（
路
線
不
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

B

（
目
標
）
2
,4
6
0
人
/
年

（
実
績
）
1
,1
3
5
人
/
年

目
標
は
達
成
し
な
か
っ
た
が
、
下
校
す
る
児

童
等
の
移
動
手
段
を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
目
標
）
1
4
0
人
/
年

（
実
績
）
7
人
/
年

目
標
は
達
成
し
な
か
っ
た
が
、
高
齢
者
等
の

移
動
手
段
を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

A

（
目
標
）
6
5
0
人
/
年

（
実
績
）
9
6
9
人
/
年

目
標
を
達
成
し
た
。
高
齢
者
等
の
移
動
手
段

を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

小
河
内
線
系
統
③

三
朝
町
役
場
内
～
森
・
鎌
田
～
実
光

（
路
線
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

B

穴
鴨
線
系
統
①

三
朝
町
役
場
内
～
三
朝
小
学
校
前
・
若

宮
集
会
所
前
・
各
（
村
中
）
～
大
谷
入
口

（
路
線
不
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

（
目
標
）
2
,2
2
0
人
/
年

（
実
績
）
9
6
2
人
/
年

目
標
は
達
成
し
な
か
っ
た
が
、
学
生
や
高
齢

者
等
の
移
動
手
段
を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

穴
鴨
線
系
統
⑤

木
地
山
～
上
西
谷
上
・
三
朝
小
学
校
前

～
三
朝
町
役
場
前

（
路
線
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

A

（
目
標
）
4
0
0
人
/
年

（
実
績
）
6
,5
0
5
人
/
年

目
標
を
達
成
し
た
。
通
学
す
る
児
童
等
の
移

動
手
段
を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

穴
鴨
線
系
統
②

穴
鴨
公
会
堂
前
～
運
動
場
前
～
三
朝
町

役
場
前

（
路
線
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

B

穴
鴨
線
系
統
③

下
畑
～
穴
鴨
公
会
堂
前
・
運
動
場
前
～

三
朝
町
役
場
前

（
路
線
定
期
）

穴
鴨
線
系
統
④

下
畑
～
穴
鴨
公
会
堂
前
・
運
動
場
前
～

三
朝
町
役
場
前

（
路
線
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

A

（
目
標
）
1
4
0
人
/
年

（
実
績
）
1
7
2
人
/
年

目
標
を
達
成
し
た
。
高
齢
者
等
の
移
動
手
段

を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

A

（
目
標
）
3
0
0
人
/
年

（
実
績
）
1
,0
7
2
人
/
年

目
標
を
達
成
し
た
。
高
齢
者
等
の
移
動
手
段

を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
目
標
）
1
,0
0
0
人
/
年

（
実
績
）
3
6
1
人
/
年

目
標
は
達
成
し
な
か
っ
た
が
、
高
齢
者
等
の

移
動
手
段
を
確
保
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

徳
本
線

三
朝
町
役
場
内
～
吉
水
医
院
前
～
三
朝

温
泉
病
院

（
路
線
定
期
）

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。

B

三
朝
町

日
ノ
丸
自
動
車

三
朝
町

A
計
画
通
り
事
業
は
適
切
に
実

施
さ
れ
た
。
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地
域
の
交
通
の
目
指
す
姿

（
事
業
実
施
の
目
的
・
必
要
性
）

　
三
朝
町
は
、
鳥
取
県
中
部
の
山
間
地
域
に
位
置
し
、
面
積
は
2
3
3
.5
2
㎢
、
人
口
は
6
,0
6
0
人
（
令
和
２
年
度
国
勢
調
査
）
の
町
で
あ
る
。
４

つ
の
谷
沿
い
に
日
ノ
丸
バ
ス
（
４
条
路
線
バ
ス
）
が
走
り
、
本
町
民
の
生
活
圏
域
で
も
あ
る
倉
吉
市
に
繋
が
る
よ
う
公
共
交
通
網
が
広
が
っ

て
お
り
、
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
や
学
生
を
中
心
に
、
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
公
共
交
通
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
三
朝
町
を
含
む
鳥
取
県
中
部
地
域
の
公
共
交
通
は
、
少
子
高
齢
化
や
自
家
用
車
の
普
及
等
に
伴
い
公
共
交
通
の
利
用
者
の
減
少
が

続
い
て
お
り
、
収
支
悪
化
に
よ
る
行
政
負
担
の
増
加
や
路
線
バ
ス
の
減
便
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
、
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
今

後
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
策
定
さ
れ
た
「
鳥
取
県
中
部
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
」
で
は
、
本
町
の
地
形
上
、
無
駄
の
多
い
路
線

バ
ス
の
系
統
を
見
直
し
、
よ
り
効
率
的
な
公
共
交
通
の
確
保
を
目
指
す
も
の
で
、
生
活
圏
域
で
あ
る
倉
吉
市
と
本
町
を
つ
な
ぐ
幹
線
を
三

朝
線
と
上
井
・
三
朝
線
に
絞
り
込
み
、
そ
の
幹
線
に
つ
な
が
る
小
河
内
線
及
び
穴
鴨
線
に
つ
い
て
は
、
町
運
営
有
償
運
送
を
運
行
す
る
こ

と
に
よ
り
フ
ィ
ー
ダ
ー
化
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
小
河
内
線
及
び
穴
鴨
線
沿
線
住
民
の
通
院
・
買
い
物
・
通
学
を
継
続
し
て
確
保
す

る
た
め
に
は
、
新
た
な
町
運
営
有
償
運
送
を
安
定
し
て
運
営
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
よ
り
、
小
河
内
線
及
び
穴
鴨
線
の
路
線
を
維
持
し
、
住
民
生
活
の
交
通
手
段
と
し

て
バ
ス
を
存
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

別
添
１
－
２

事
業
実
施
と
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て

令
和
6
年
1
月
1
1
日

協
議
会
名
：

三
朝
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会

評
価
対
象
事
業
名
：

地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金
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令
和
５
年
度
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
事
業
評
価

三
朝
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会

生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
（
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
）
の
概
要

三
朝
町
の
概
要

交
通
協
議
会
の
構
成
員

協
議
会
の
主
な
取
り
組
み

三
朝
町
は
、
４
つ
の
谷
沿
い
に
日
ノ
丸
バ
ス
（
４
条
路
線
バ
ス
）
が
走
り
、
本
町
民
の
生
活
圏
域
で
も
あ
る
倉
吉
市
に
繋
が
る
よ
う
公
共
交
通
網
が
広
が
っ
て
お

り
、
車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
や
学
生
を
中
心
に
、
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
公
共
交
通
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

三
朝
町
の
公
共
交
通
は
、
少
子
高
齢
化
や
自
家
用
車
の
普
及
等
に
伴
い
公
共
交
通
の
利
用
者
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
収
支
悪
化
に
よ
る
行
政
負
担
の

増
加
か
ら
、
路
線
バ
ス
を
存
続
維
持
し
て
い
く
の
が
年
々
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
応
す
べ
く
策
定
さ
れ
た
「
鳥
取
県
中
部
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
」
で
は
、
本
町
の
地
形
上
、
無
駄
の
多
い
路
線
バ
ス
の
系
統
を
見
直

し
、
よ
り
効
率
的
な
公
共
交
通
の
確
保
を
目
指
す
も
の
で
、
生
活
圏
域
で
あ
る
倉
吉
市
と
本
町
を
つ
な
ぐ
幹
線
を
三
朝
線
と
上
井
・
三
朝
線
に
絞
り
込
み
、
そ
の

幹
線
に
つ
な
が
る
小
河
内
線
及
び
穴
鴨
線
に
つ
い
て
は
、
町
運
営
有
償
運
送
を
運
行
す
る
こ
と
に
よ
り
フ
ィ
ー
ダ
ー
化
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
後
は
、
小
河
内
線
及
び
穴
鴨
線
沿
線
住
民
の
通
院
・
買
い
物
・
通
学
を
確
保
・
維
持
し
て
い
く
た
め
、
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
に
よ
り
、
町
運

営
有
償
運
送
の
安
定
的
な
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

・
昭
和
2
8
年
1
1
月
に
町
制
施
行

・
人
口
6
,0
6
0
人
（
令
和
２
年
1
0
月
現
在
）

・
面
積
2
3
3
.5
2
㎢

学
識
経
験
者
日
ノ
丸
自
動
車
㈱
日
ノ
丸
ハ
イ
ヤ
ー
㈱
日
本
交
通
㈱
鳥
取
運
輸
支
局

鳥
取
県
倉
吉
警
察
署
三
朝
温
泉
観
光
協
会
三
朝
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
三
朝
小
学

校
P
T
A
三
朝
町
社
会
福
祉
協
議
会
各
地
域
協
議
会
三
朝
町

・
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討

・
町
運
営
有
償
運
送
の
運
行

・
路
線
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
等
改
善

・
地
域
公
共
交
通
利
便
増
進
実
施
計
画
の
策
定
な
ど

概
要

協
議
会
に
お
け
る
検
討

協
議
会
の
開
催
状
況

・
令
和
４
年
６
月
2
7日
開
催
(書
面
)
R
５
確
保
維
持
改
善
計
画
の
承
認

・
令
和
５
年
１
月
1
1日
開
催

R
４
確
保
維
持
改
善
計
画
の
事
業
評
価

町
営
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
協
議

小
河
内
線
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
協
議

・
令
和
５
年
６
月
５
日
開
催

R
６
確
保
維
持
改
善
計
画
の
承
認

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
更
新

・
令
和
５
年
８
月
3
1日
開
催
(書
面
)
バ
ス
停
共
用
に
関
す
る
合
意

・
令
和
６
年
１
月
1
1日
開
催

R
5
確
保
維
持
改
善
計
画
の
事
業
評
価

町
営
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
協
議

別
添
２
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定
量
的
な
目
標
・
効
果

地
域
住
民
の
意
見
の
反
映

【
目
標
】

7
9
条
路
線
は
、
７
系
統
あ
わ
せ
て
年
間
8
,0
0
0
人
の
利
用
を
目
標
と
す
る
。

４
条
路
線
は
、
２
系
統
あ
わ
せ
て
年
間
7
0
0
人
の
利
用
を
目
標
と
す
る
。

【
目
標
値
の
設
定
】

設
定
時
は
、
運
行
開
始
か
ら
１
年
を
経
過
し
て
お
ら
ず
実
績
を
踏
ま
え
た
設
定

が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
見
込
み
に
よ
る
目
標
値
を
設
定
し
た
。

【
効
果
】

高
齢
者
や
児
童
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
る
ほ
か
、

効
率
的
な
運
行
体
系
が
実
現
で
き
、
外
出
促
進
・
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

・
窓
口
等
で
受
け
付
け
た
利
用
者
か
ら
の
意
見
は
、
適
宜
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
で
管
理
す
る
な
ど
、
ダ
イ
ヤ
改
正
等
の
検
討
材
料
と
し
て
い
る
。

・
小
河
内
線
利
用
者
の
要
望
を
受
け
、
ル
ー
ト
変
更
を
実
施
。

・
穴
鴨
線
利
用
者
の
要
望
を
受
け
、
路
線
延
長
を
実
施
。

三
朝
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会

事
業
の
評
価

三
朝
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会

事
業
の
評
価

実
施
し
た
利
用
促
進
策

昨
年
度
の
自
己
評
価
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

・
利
用
者
か
ら
の
要
望
を
基
に
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
す
る
な
ど
、

最
善
の
解
決
策
と
な
る
よ
う
模
索
し
、
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
公
共

交
通
と
な
る
よ
う
見
直
し
に
努
め
た
。

・
町
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
継
続
的
な
発
信
、
周
知
チ
ラ
シ
の
刷

新
等
を
行
い
、
利
用
促
進
に
つ
な
げ
た
。

昨
年
度
の
運
輸
局
二
次
評
価
に

対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

・
昨
年
度
の
二
次
評
価
で
「
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
、
利
便
性
の

向
上
に
努
め
る
」
と
い
う
点
に
対
し
て
、
町
民
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
小

河
内
線
の
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
、
利
用
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を

踏
ま
え
、
令
和
５
年
３
月
よ
り
変
更
を
実
施
。
利
用
者
の
生
活
に
寄
り

添
っ
た
バ
ス
運
行
と
な
る
よ
う
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
た
。

・
ダ
イ
ヤ
改
正
に
あ
わ
せ
て
周
知
チ
ラ
シ
を
刷
新

・
町
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災
無
線
で
継
続
的
な
情
報
発
信

・
要
望
に
よ
り
集
落
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
で
説
明
会

・
利
用
者
へ
の
個
別
に
よ
る
乗
り
方
サ
ポ
ー
ト

・
児
童
を
対
象
に
し
た
乗
り
方
教
室
の
開
催
な
ど

令
和
５
年
度
目
標

人
/年
間

7
9
条
路
線
運
行
系
統
名

1
,3
9
0

小
河
内
線
系
統
①

2
,4
6
0

小
河
内
線
系
統
②

1
4
0

小
河
内
線
系
統
③

6
5
0

穴
鴨
線
系
統
①

2
,2
2
0

穴
鴨
線
系
統
②

1
4
0

穴
鴨
線
系
統
③

1
,0
0
0

徳
本
線

8
,0
0
0

計

令
和
５
年
度
目
標

４
条
路
線
運
行
系
統
名

人
/ 年
間

3
0
0

穴
鴨
線
系
統
④

4
0
0

穴
鴨
線
系
統
⑤

7
0
0

計
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事
業
実
施
の
適
切
性

目
標
・
効
果
達
成
状
況

事
業
の
今
後
の
改
善
点

・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
等
の
見
直
し
を
行
い
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

・
引
き
続
き
、
町
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
て
周
知
を
図
る
ほ
か
、
周
知
チ
ラ
シ
の
刷
新
や
乗
り
方
教
室

な
ど
、
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
継
続
し
て
進
め
て
い
く
。

・
さ
ら
に
利
便
性
を
高
め
る
た
め
の
方
策
の
検
討
を
行
い
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て
い
く
。

三
朝
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会

事
業
の
評
価

三
朝
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会

事
業
の
評
価

い
ず
れ
の
系
統
に
お
い
て
も
、
計
画
通
り
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
実
績

人
/
年
間

令
和
５
年
度
目
標

人
/年
間

7
9
条
路
線

運
行
系
統
名

6
0
3

1
,3
9
0

小
河
内
線
系
統
①

1
,1
3
5

2
,4
6
0

小
河
内
線
系
統
②

7
1
4
0

小
河
内
線
系
統
③

9
6
9

6
5
0

穴
鴨
線
系
統
①

9
6
2

2
,2
2
0

穴
鴨
線
系
統
②

1
7
2

1
4
0

穴
鴨
線
系
統
③

3
6
1

1
,0
0
0

徳
本
線

4
,2
0
9

8
,0
0
0

計

【
目
標
】

7
9
条
路
線
は
、
７
系
統
あ
わ
せ
て
年
間
4
,2
0
9
人
の
利
用
で
、
目
標
の

8
,0
00
人
以
上
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

４
条
路
線
は
、
２
系
統
あ
わ
せ
て
年
間
7
,5
7
7
人
の
利
用
で
、
目
標
の

7
0
0
人
を
達
成
し
た
。

【
目
標
値
の
設
定
】

年
度
推
移
は
維
持
を
目
標
と
し
て
い
る
た
め
、
今
回
の
実
績
を
ベ
ー

ス
と
し
た
目
標
値
と
な
る
よ
う
設
定
の
見
直
し
を
行
う
。

【
効
果
】

高
齢
者
や
児
童
の
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
移
動
手
段
を
確
保
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
効
率
的
な
運
行
体
系
が
実
現
で
き
た
。

令
和
５
年
度
実
績

令
和
５
年
度
目
標

４
条
路
線

運
行
系
統
名

人
/
年
間

人
/ 年
間

1
,0
7
2

3
0
0

穴
鴨
線
系
統
④

6
,5
0
5

4
0
0

穴
鴨
線
系
統
⑤

7
,5
7
7

7
0
0

計
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交
通
体
系
図
別
紙
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運
行
系
統
図
別
紙

系
統
名
：
小
河
内
線
系
統
①

運
行
形
態
：
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
不
定
期
）

運
行
日
・
便
数
：
平
日
・
８
便
（
休
日
・
４
便
）

運
賃
：
1
0
0
円
、
2
0
0
円

系
統
名
：
小
河
内
線
系
統
②

運
行
形
態
：
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
不
定
期
）

運
行
日
・
便
数
：
平
日
・
１
便

運
賃
：
1
0
0
円
、
2
0
0
円

系
統
名
：
小
河
内
線
系
統
③

運
行
形
態
：
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
定
期
）

運
行
日
・
便
数
：
休
日
・
１
便

運
賃
：
1
0
0
円
、
2
0
0
円
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運
行
系
統
図
別
紙

系
統
名
：
穴
鴨
線
系
統
①

運
行
形
態
：
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
不
定
期
）

運
行
日
・
便
数
：
平
日
・
２
便
（
休
日
・
３
便
）

運
賃
：
1
0
0
円
、
2
0
0
円

系
統
名
：
穴
鴨
線
系
統
②

運
行
形
態
：
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
定
期
）

運
行
日
・
便
数
：
平
日
・
１
便

運
賃
：
1
0
0
円
、
2
0
0
円

系
統
名
：
穴
鴨
線
系
統
③

運
行
形
態
：
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
定
期
）

運
行
日
・
便
数
：
休
日
・
１
便

運
賃
：
1
0
0
円
、
2
0
0
円
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運
行
系
統
図
別
紙

系
統
名
：
徳
本
線

運
行
形
態
：
交
通
空
白
地
有
償
運
送
（
定
期
）

運
行
日
・
便
数
：
平
日
・
４
便

運
賃
：
1
0
0
円

●
三
朝
町
役
場

●
吉
水
医
院

●
サ
ン
ト
マ
ト

テ
ニ
ス
場
●

野
球
場
●

三
朝
温
泉
病
院

●

レ
ス
ポ
ワ
ー
ル ●

● 三
喜
苑

●
陸
上
競
技
場

三
朝
小
学
校
前

三 朝 温 泉 病 院
レ ス ポ ワ ー ル 前

横 手

徳 本

陸 上 競 技 場 前

吉 水 医 院 前

三 朝 町 役 場 内

サ
ン
サ
ン
バ
ス
の
ル
ー
ト

サ
ン
サ
ン
バ
ス
の
バ
ス
停
（
新

設
）

路
線
バ
ス
と
共
用
の
バ
ス
停

凡
例
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３ 徳本線におけるバス停の追加について 
 
 

（１）経緯 

 

徳本線を普段利用している本泉区の方から、「三朝中学校前」のバス停で乗降したいとの要望

があった。現在、「吉水医院前」を利用しているが、自宅から遠く足が悪いために移動が大変で

あるほか、吉水医院を利用しないのに玄関前で待つのがしのびないとのこと。近所の方も同様

の希望があるという。 

「三朝中学校前」は、小河内線・穴鴨線の乗降ポイントとして設定しているが、徳本線につ

いては、近場に「吉水医院前」を置いた関係から、あえて停車する必要がないと判断し、乗降

ポイントを設定していなかった。 

路線上にある乗降ポイントの追加は、既存の運行形態を大きく変えるものでないため、委託

業者の対応も容易である。今回、利便性向上の観点から、協議会での了承と住民への周知を行

った上、乗降ポイントを増やすこととしたい。 

 

（２）概要 

 

  ■変更内容  徳本線の定時便（計４便）について、乗降ポイントとしてバス停「三朝中学

校前」を追加する。 

 

■変更時期  令和６年２月１日から 

 

※現に利用している方の利便性を考え、可能な限り速やかに対応することとしたい。 

 

（３）所要の手続き等 

 

 ■本件に係る鳥取運輸支局への手続きは特段必要ない（運輸支局確認済） 

 ■住民周知（町報２月号、町ホームページ） 

 ■バス停及びチラシの修正（シール対応） 

資料５ 

27



 

みささサンサンバス 徳本線におけるバス停の追加について 

 

 令和６年２月１日から、徳本線においてバス停「三朝中学校前」が追加されます。 

 

【バス停位置図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【時刻表】 

 

 

No バス停名 1便 2便 No バス停名 1便 2便

1 三 朝 町 役 場 内 9:00 10:00 1 三 朝 温 泉 病 院 9:10 10:10

2 三 朝 小 学 校 前 9:01 10:01 2 レ スポ ワール前 9:11 10:11

3 三 朝 中 学 校 前 9:02 10:02 3 横 手 9:12 10:12

4 吉 水 医 院 前 9:02 10:02 4 徳 本 9:13 10:13

5 陸 上 競 技 場 前 9:03 10:03 5 陸 上 競 技 場 前 9:16 10:16

6 徳 本 9:06 10:06 6 吉 水 医 院 前 9:17 10:17

7 横 手 9:07 10:07 7 三 朝 中 学 校 前 9:17 10:17

8 レ スポ ワール前 9:08 10:08 8 三 朝 小 学 校 前 9:18 10:18

9 三 朝 温 泉 病 院 9:09 10:09 9 三 朝 町 役 場 内 9:19 10:19

（下り）三朝町役場⇒三朝温泉病院 （上り）三朝温泉病院⇒三朝町役場
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日ノ丸自動車株式会社

　三朝小学校の移転と下校時間の変更に伴い、下記の通り路線バスの
ダイヤ改正を致します。

①上井—三朝線　下り　（平日・土日祝） ●・・・下校便対応

始発 経由 行き先 始発 経由 行き先
倉吉駅 三朝役場 三朝車庫 倉吉駅 ●三朝役場 三徳山
14:35 14:54 15:03 14:35 14:47 15:09
倉吉駅 三朝役場 三徳山 倉吉駅 ●三朝役場 三徳山
15:25 15:37 15:59 15:33 15:45 16:07
倉吉駅 三朝役場 三徳山 倉吉駅 三朝役場 三朝車庫
16:12 16:24 16:46 16:12 16:31 16:40

　上井—三朝線　上り　（平日・土日祝）
始発 経由 行き先 始発 経由 行き先

三朝車庫 三朝役場 倉吉駅 三徳山 三朝役場 倉吉駅
15:10 15:19 15:38 15:14 15:36 15:48
三徳山 三朝役場 倉吉駅 三徳山 三朝役場 倉吉駅
16:04 16:26 16:38 16:17 16:39 16:51
三徳山 三朝役場 倉吉駅 三朝車庫 三朝役場 倉吉駅
16:50 17:12 17:24 16:56 17:05 17:24

②三朝線　下り　（平日・土日祝）

始発 経由 行き先 始発 経由 行き先
生田車庫 三朝役場 三朝車庫 生田車庫 三朝役場 三朝車庫
14:31 14:56 15:06 13:40 14:05 14:15
生田車庫 三朝役場 神倉 生田車庫 ●三朝役場 神倉
14:05 14:31 14:53 14:24 14:50 15:12
生田車庫 三朝役場 神倉 生田車庫 ●三朝役場 神倉
15:12 15:38 16:00 15:19 15:45 16:07

　三朝線　上り　（平日・土日祝）
始発 経由 行き先 始発 経由 行き先
神倉 三朝役場 生田車庫 神倉 三朝役場 生田車庫
16:01 16:23 16:49 16:08 16:31 16:56

③穴鴨線　下り　（平日）　　　※上り便変更無し

始発 経由 行き先 始発 経由 行き先
海田車庫 三朝中学校 木地山 海田車庫 ●三朝中学校 木地山
15:08 15:31 15:58 15:22 15:45 16:12

令和6年1月現在。分単位の時間調整する場合があります。

現行 令和6年4月　改正

令和6年4月1日　路線バス時刻改正（案）

記

現行 令和6年4月　改正

現行 令和6年4月　改正

資料６
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